
大キレット～穂高連峰縦走記（その 2） 
 

9/24（火）今日はいよいよキレット越えだ。私の「日本百名山登頂記録」（ＨＰに掲載）で思い起こ

すと、1989.9.21～22（快晴）に上高地～穂高岳山荘（泊）～奥穂・前穂～岳沢～上高地と単独では

初めての泊りの登山と書かれています。百名山 2 番目の登頂記録のようなので（後記する槍ヶ岳が

６番目）登山を始めたばかりの時期です。1991.9/4～6（晴れ）に上高地～槍ヶ岳～肩ノ小屋（泊）

～大キレット～穂高岳山荘（泊）～涸沢～上高地と書かれています。この時の裏話ですが、肩ノ小

屋に泊まった時の同室者に諏訪地区から来た３０歳位の男１名・女２名のグループがいました。翌

日のコースを聞かれて「私には大キレット越え」は無理（登山技術・経験的に）だと言いました。

彼は盛んに私に同行するように勧めました。彼は最後に「女の子が２人歩くのに何で男のアンタは

歩けないのか？」と嫌みまで言いました。仕方なく南岳小屋までは同行する事にしました。小屋先

でキレットを見下ろした時に「愕然としました」これはマズイ！あんな所は危険で歩け無い！する

とおじけずいた私に彼だけで無く女性まで私の意気地のない事をなじり始めた。とうとう頭にカチ

ンと来て「よし行く！その変わり面倒見てよ！」と同行した。当時は高所恐怖症的な所があったの

で、途中のやせ尾根で下を見た時に膝がふるえた記憶と最後の北穂への登りで落石を受けそうにな

った記憶がある。今日・明日その 22年以上前に歩いたルート（北穂～奥穂間は以降何回か歩いたが）

の再現だ。今日のメンバーは皆数多く登山し、山慣れし、持久力もあるので心配は無い。百名山完

登者が３名、三百名山完登者１名、百名山完登にあと３座の１名、そして松本の山岳会に加入して

いるＦさんは今回ヘルメット着用だ。彼女は今年前穂高岳を上高地から日帰りしたとの事。それぞ

れが、浮石や小石で転びそうになったり、尻もちをついたりしてどんな所に足を置けば良いか経験

上理解しているので。ユックリ・慌てなければ大丈夫だ。かえって途中ですれ違ったりする若手の

登山者の方が気になる。体力はあるが、経験不足で。案の状若い女性が転んだのか「肩を脱臼」し

ていた。北アルプスの稜線上はほとんど携帯電話が圏内なのは心強い。中央アルプスで同行者が尿

道結石で歩けなくなった時にすぐ携帯電話が圏内か確認した。圏内だったので一安心した経験があ

る。 
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岐阜県側からガスが上がってきて笠ヶ岳が見え隠れの連続。全く問題無く北穂高小屋に到着。大休

止。最近はほとんどの小屋で昼食を提供するようになった。パソコンが置いてあったり、充電器が

置いてあったりと便利になった。歩いて来たキレットは全容を見せてくれないのが残念。長野県側

は展望あり。前穂の 1～8峰は何時見ても感激する。北穂高小屋には一度泊まりたいと思っていたが

もう年齢的に無理だろう。涸沢岳を超えて今日の宿穂高岳山荘に到着。山荘９０年記念で「山小屋

３代」の冊子と物入れ袋を貰った。今田重太郎～秀雄～今は娘の恵さん。重太郎新道・紀美子平な

ど名前を残した家族だ。小屋はさすがに古くなって来たが立地条件が良いので盛る。 

    

奥穂岳山荘からの御来光 

9/25（水）こちら側から見る常念岳は見ごたえがある。

針ノ木岳と同じように。今日は日の出を見た。 

奥穂高岳山頂からはジャンダルム山頂の登山者が見

えた。西穂高岳までの区間は遭難事故の多い難路で

あるが、最近は歩く人も多い。用心深い小生は１９

９８年 10/4～5 に穂高岳山荘泊で山の先輩に同行し

てもらい歩いた。 



   奥穂岳山荘から常念方面             奥穂高岳頂上と私 

今まで歩いた登山道では一番緊張する箇所だった。いわゆる「破線区間」なので北アルプスの登り

納めには入れない事にした。前穂高岳への往復は時間がかかる。山頂ではガスであまり展望は無く

残念だった。（今回は此処だけ） 

 

     前穂高岳頂上のメンバー6名 

急な下山道（重太郎新道）を再建さ

れた岳沢小屋に降りる。遅めの昼食。

上高地への中間点に「天然クーラー」

があった。冷気を感じた。風穴なの

だろう。中国人風の観光客が多く見

られた河童橋でソフトクリームをご

馳走になり４日間の登山が無事終了

した。余裕をもって作ったつもりの

登山計画も年のせいかオーバーする

日が全てだった。これからは一日の

コースタイムは６時間位が妥当のよ

うだ。無理の効かない体になってき

たので。今回目についたのは「ヘル

メット着用者」が増えた事だ。山岳関係者が勧めている事もあるが、良い事と思う。スキー場でも

増えている。６人パーテーとコースに対しては多めであったが何かと楽しい山行でした。天候にも

恵まれて。残念だったのはカメラの調子が悪くて 3～4日目の写真が一枚も写って無かった事です。

野の花さんから写真は提供して貰いました。 


